
JUNIOR JAPAN GAMES 2026 SUMMER 

小学生特別指導会 兼 第１６回全国小学生競技会 
「スポーツ拠点づくり推進事業」 

開 催 要 項 

主   催：全日本小学生ボウリング競技大会実行委員会 

       公益財団法人 JAPAN BOWLING、愛知県ボウリング連盟 

       稲沢市ボウリング協会、稲沢市教育委員会 

特 別 協 賛：日本ボウリング商工会 

後   援：総務省、スポーツ庁、一般財団法人地域活性化センター 

公益財団法人日本スポーツ協会、公益財団法人日本オリンピック委員会 

愛知県、公益財団法人愛知県スポーツ協会、稲沢市、稲沢市スポーツ協会 

協   力：日本ボウリング機構（ＪＢＯ）、東海ボウリング場協会 

東海地区プロボウラーズ選手会、稲沢グランドボウル 

主 管 運 営：愛知県ボウリング連盟、稲沢市ボウリング協会 

開 催 月 日：２０２６年８月１日(土)～２日(日) 

会   場：稲沢グランドボウル (公競№122－64号) ＢＷ１１６Ｌ 

〒492－8164 愛知県稲沢市井之口大坪町 80－1 TEL 0587－21－2131 

競 技 方 式：デュアルレーン方式(アメリカ方式)で実施する。 

競 技 種 目：小学生の学年別・ 個人戦 (男子・女子別・６部門) 

１） 小学４年生の部 男子・女子 

２） 小学５年生の部 男子・女子 

３） 小学６年生の部 男子・女子 

競 技 内 容：（１）特別指導会：大会参加者及び地域の小学生(３年生～６年生)を対象にした特別指 

導会（希望者のみ、大会参加者 100名・地元の小学生 50名で先着順） 

ナショナルチーム・ユースナショナルチームメンバー及びプロボウラーが 

指導に当たる。指導会参加者には指導会修了証を贈呈する。 

      （２）競技大会：小学４年生以上の者による競技大会 

                 予 選 各部門とも、６ゲーム（１ゲーム毎にレーン移動）の競技を行い、その 

合計得点により上位１０名を決勝進出とする。 

           決 勝 決勝では更に３ゲーム（１ゲーム毎にレーン移動）の競技を行い、合 

計９ゲームの総得点により順位を決定する。 

                   ※各部門とも、すべてスクラッチとする。 

競 技 規 程：公益財団法人 JAPAN BOWLING制定のボウリング競技規則を適用する。 

同位の裁定：同位が生じた場合、ボウリング競技規則第１３３条に基づき裁定する。 

参 加 資 格：小学４年生、５年生、６年生で各都道府県にて開催される指導会兼選考会に参加した 

ものとする。 

表   彰：１） 小学４年生の部(男・女別)  優 勝～第１０位 

２） 小学５年生の部(男・女別)  優 勝～第１０位 

３） 小学６年生の部(男・女別)  優 勝～第１０位 



※優勝者には賞状とカップ及びメダル、稲沢市より賞状が授与される。 

※準優勝～第３位の選手には賞状及びメダルが授与される。 

※第４位～第１０位の選手には賞状が授与される。 

４） 各部門とも ハイゲーム賞（賞状）が授与される。（予選６ゲームを対象とする） 

施設使用料：各学年とも 

指導会 ２,５００円（実行委員会１,５００円負担、参加者１,０００円） 

大会参加７,０００円（実行委員会１,０００円負担、参加者６,０００円） 

募 集 人 数：都道府県ごとに全種目合わせて１０名を基本割当とする。ただし、各都道府県におい 

て参加者が多い場合はボーナス割当をするので主管連盟まで申し出ること。 

申 込 方 法：別紙所定の申込用紙（Excelファイル）に必要事項を記入し、各連盟が取りまとめて 

Emailにてファイルを下記へ送信すること。 

申 込 先：愛知県ボウリング連盟 

〒453－0044愛知県名古屋市中村区鳥居通４－２１ 

TEL 052-433-9910 FAX 052-433-9911 Email：taikai@aichi-bowling.com 

申 込 締 切：２０２６年７月１日(水)厳守のこと 

振 込 先：大会の連絡メールを参照のこと。なお、送金締切日は７月３日(金)厳守のこと 

 

※ 注 意 事 項 ※ 

１）納入された施設使用料は、送金締め切り日以降、返金しない。また、自然災害や感染症の流行等により

大会を中止した場合、旅費・宿泊費の補償はしない。 

２）主催者として傷害補償責任等は一切負わない。各自において保険証（原本または写し）を持参するとと

もに、事故や怪我等に備え補償を受けられるスポーツ傷害保険等へ加入すること。 

３）参加選手は、必ず保護者の承諾を得て、また健康であることを確認の上、申し込むこと。 

４）代表選手は、各連盟で「スポーツ安全保険」に加入すること。 

５）各連盟とも、小学生を指導・監督ができる引率責任者（監督）をつけること。 

６）各連盟または個人ユニフォームがない選手は、この大会に限り、袖のあるスポーティな服装でも参加可

能とする。ただし、都道府県名と選手名は明示し、公益財団法人 JAPAN BOWLING制定の服装規則に準じ

ること。 

７）使用ボールは、特に制限はしない。(ハウスボールでも良い) 

８）会場内へのボールの持ち込みは６個までとする。（今大会特例措置） 

９）会場にボールバック等を送る場合は７月３１日午後以降の到着で送ること。 

10）本大会の映像・写真・記事・記録等における個人情報（氏名・年齢・性別・記録・肖像等）は、広報の

目的で使用・公開する。また報道機関に提供することがある。その掲載権・使用権は主催者に属する。 

11）本大会開催中、会場内で撮影した写真・映像等は、映る人物の個人情報（肖像を含む）およびプライバ

シーに配慮し、個人使用の範囲内に限ることとする。報道目的、企業活動での撮影および公開は、必ず

主催者の許可を得ること。 

 

この事業は、一般財団法人地域活性化センターの 

スポーツ拠点づくり推進事業の支援を受けて実施しています。           


